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Ｐ2　『私の伊豆ベジ地満コンテスト』
       入賞作品を活用
       食育で地産地消費・産業振興
　
　

Ｐ6　未来の伊豆市はどんなまち？
　　 伊豆市都市計画マスタープランを策定しています
Ｐ9　はたちの歯周疾患健診

春の訪れを告げる
　　満開の『土肥桜』



『
私
の
伊
豆
ベ
ジ
地
満
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品
を
活
用

　食
育
で
地
産
地
消
・
産
業
振
興

　『
食
』へ
の
関
心
の
向
上
、野
菜
摂
取
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
保
持
・

増
進
、地
場
産
物
の
Ｐ
Ｒ・
消
費
拡
大
な
ど
を
目
的
に
今
年
度
、開
催
し
た『
私
の

伊
豆
ベ
ジ
地
満
コ
ン
テ
ス
ト
』。こ
の
特
集
で
は
、コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、入
賞
作
品
の
今
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
合
せ
／
☎
健
康
増
進
課（
72
）９
８
６
１

特
に
若
者
に『
食
』へ
の
関
心
を

高
め
て
欲
し
い

　
市
で
は
、食
育
推
進
会
議
に
お
い
て
、『
伊

豆
し
ょ
く
育
元
気
プ
ラ
ン（
伊
豆
市
食
育
推

進
計
画
）』を
策
定
し
、食
育
推
進
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
ま
す
。平
成
23
年
度
に
計
画
の

中
間
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、若
い
世
代
に

な
る
に
つ
れ
、『
食
』へ
の
意
識
が
薄
い
こ
と

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、高
校
生
な
ど
若
い
世
代
も
巻
き

込
み
、す
べ
て
の
世
代
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
食
育
啓
発
事
業
と
し
て
、こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

①作品を調理する
土肥高等学校生徒
②作品を調理する
伊豆総合高等学校
生徒③新鮮な地場
産野菜
※写真はすべてコ

　ンテスト最終審査

　の様子です。

食育に関するアンケート調査結果
（平成23年度実施）

応
募
総
数
36
点
の
中
か
ら

入
賞
作
品
が
決
定
！

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、高
校
生
や
栄
養
士
、

主
婦
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
、36
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
作
品
は
、１
次
審
査
で
６
点
に
絞
ら

れ
、10
月
27
日（
土
）の
最
終
審
査
で
は
、応

募
者
に
よ
る
作
品
の
調
理
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、試
食
な
ど
に
よ
り
、金
賞
、銀
賞
、

銅
賞
、特
別
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
金
賞
】

　
作
品
名…

鶏
つ
く
ね
の
レ
タ
ス
巻
き

　
　
　
　
　
彩
り
野
菜
添
え

　
受
賞
者…

武
田 

沙
織
さ
ん

　
　
　
　
　（
伊
豆
総
合
高
等
学
校
２
年
）

【
銀
賞
】

　
作
品
名…

サ
バ
缶
と
シ
イ
タ
ケ
の

　
　
　
　
　
や
わ
ら
か
揚
げ

　
受
賞
者…

高
橋 

の
り
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
伊
豆
中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

【
銅
賞
】

　
作
品
名…

ふ
ん
わ
り
イ
ズ
シ
カ
鍋

　
受
賞
者…

清
木 

和
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
パ
ー
ト
職
員
）

【
特
別
賞 

特
産
品
で
お
料
理
し
ま
賞
】

　
作
品
名…

卯
の
花
の
も
っ
ち
り
焼
き

　
　
　
　
　
ア
ラ
カ
ル
ト

　
受
賞
者…

吉
田 

清
美
さ
ん

　
　
　
　
　（
飲
食
店
経
営
）

◆
最
終
審
査
で
の
作
品
調
理
の
様
子

◆
プ
レ
ゼ
ン
審
査
・
一
般
投
票
審
査
の
様
子

『T
h
is

伊
豆
収
穫
祭
』で
金
賞

作
品
の
試
食
や
表
彰
式
を
実
施

　11
月
25
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た『This

伊
豆
収
穫
祭
』で
、表
彰
式
や
金
賞
作
品
の

試
食
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、金
賞
を
受
賞

し
た
武
田
さ
ん
が
試
食
会
場
で
、来
場
者
に

作
品
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

❶

❷❸

表彰式で喜びの
インタビューを受ける吉田 清美さん（写真右）
表彰式で喜びの
インタビューを受ける吉田 清美さん（写真右）来場者に笑顔で作品を説明する武田 沙織さん（写真左）来場者に笑顔で作品を説明する武田 沙織さん（写真左）

じ
　 

ま
ん

銀賞を受賞した高橋 のり子さん（写真左）銀賞を受賞した高橋 のり子さん（写真左）銅賞を受賞した清木 和子さん（写真中央）銅賞を受賞した清木 和子さん（写真中央）

特　集　　食育で地産地消・産業振興

せいき　かずこせいき　かずこ

たけだ　さおりたけだ　さおりよしだ　きよみよしだ　きよみ

（～５歳）

（6～19歳）

（65歳～）

（20～64歳）

2013 . 35 2013 . 33 2013 . 3 2



2013 . 35 2013 . 3 4

　健康には野菜摂取が大
切です。しかし市民の現状
を見ると、子どもや若者に
おいて野菜不足の傾向が
ありました。そこで食育推
進会議において、若者から
高齢者まで、野菜摂取や地
場産物の利用に興味を持

てる取り組みの一つとし
て、食育コンテストが提案
されました。
　工夫を凝らした３６点の
応募作品から選ばれた入
賞作品は、どれも身近にあ
る食材を使い、作り方も簡
単です。商品化や学校給
食などへの活用のほか、レ
シピも配布しています。多
くの人に、このレシピをご
利用いただき、野菜や地場
産物をたっぷり食べてい
ただけるとうれしいです。
　今後もコンテストを継
続し、市民が関心を持てる
イベントにして、食育の啓
発を図っていきます。

　商工会では、このコンテ
ストに初期の段階から携
わり、将来的な商品化を想
定しながら、募集要項の検
討、市内事業所への周知・
協力要請を行いました。
　1,150社ある事業所の
反応はさまざまでしたが、
商品としてのアレンジや
値段設定などに頭を悩ま
せながらも、これだけの事
業所にご協力いただけた
ことはありがたいです。
　各事業所からのメニュ
ー提供は期間限定です
が、一過性とせずに地元食
材を使った定番メニューと
して定着してほしいです。

入賞作品をデータベース
化したり、レシピ本を出し
たり、まずは地元に愛され
る商品作りをお手伝いし
たい！そして地域ブランド
へ。それにより、地産地消
や産業振興の一助になれ
ばうれしいです。

　　ご家庭でも簡単・気軽に作れちゃう！
～『伊豆ベジ』レシピをご紹介～

　　ご家庭でも簡単・気軽に作れちゃう！
～『伊豆ベジ』レシピをご紹介～

Cook
ing

　子
ど
も
の
食
育
や

　
　商
品
と
し
て
活
用

活用『
食
』を
広
め
る
。

鶏つくねのレタス巻き 彩り野菜添え鶏つくねのレタス巻き 彩り野菜添え鶏つくねのレタス巻き 彩り野菜添え

❶長ネギ、シイタケはみじん切
　り、シメジは小房に分ける。
　ナスは2～3ｃｍの角切り。豆
　腐の水気をきっておく。パプ
　リカを薄切りにして水にさら
　す。
❷ワサビソースの調味料を合
　わせて少し煮つめておく。シ
　メジ、ナスを炒める。
❸湯を沸かして、沸いたらサラ
　ダ油少々、塩少々を入れ、30
　秒程度レタスをゆでる。水に

　さらして冷まし、ペーパータ
　オルで水気をふきとる。
❹肉だねをすべてボウルに入
　れてよくこね、棒状にして焼
　き、焼き上がったらレタスで
　肉をつつむ。
❺④を適当な大きさに切り分
　け、②の野菜、パプリカとと
　もに皿に盛る。
❻②のソースにすりおろしたワ
　サビを加え、⑤にかける。

材料（4人分）
【肉だね】◇シイタケ…４個 ◇鶏ひき肉…３００ｇ ◇豆腐…１００ｇ ◇長
ネギ…1/2本 ◇酒…小さじ２ ◇片栗粉…大さじ１ ◇しょうゆ…少々 
◇卵（全卵）…1個 ◇レタス…適量
【ワサビソース】◇しょうゆ…小さじ４ ◇みりん…大さじ１ ◇酒…小さ
じ４ ◇砂糖…大さじ１ ◇ワサビ…適量　【つけ合わせ】◇サラダ油…
大さじ１ ◇シメジ…1パック ◇ナス…2本 ◇パプリカ(黄赤）…適量

作り方とワンポイント

サバ缶とシイタケの
やわらか揚げ

サバ缶とシイタケの
やわらか揚げ

サバ缶とシイタケの
やわらか揚げ

材料（4人分）
◇サバ缶…1缶170ｇ ◇白はんぺん…2枚
240ｇ ◇卵…1個 ◇シイタケ…100ｇ ◇タ
マネギ…70ｇ ◇ニンジン…50ｇ ◇ネギ…
20ｇ ◇ゴボウ…50ｇ ◇小麦粉…大さじ2 
◇油…適量 ◇ダイコン…100ｇ ◇ショウ
ガ・ワサビ…適量 ◇キャベツ…120ｇ  ◇カ
イワレダイコン…10ｇ

作り方
❶サバ缶は水を切り、ほぐして、白はんぺ
　んはさいの目に切り、フードプロセッサ
　ーでかき混ぜる。
❷シイタケ、タマネギ(50g）、ニンジン（30g）、
　ゴボウ、ネギはみじん切りにする。
❸①と②を合わせ、つなぎに卵と小麦粉
を入れて混ぜ、平らな団子にして180℃
の油で揚げる。
❹ダイコンをすりおろし、ショウガ、ワサビと
ともに添えて盛り付け、せん切りにしたキ
ャベツ、タマネギ（20g）、ニンジン（20g）
カイワレダイコンをつけ合わせる。

ふんわりイズシカ鍋ふんわりイズシカ鍋ふんわりイズシカ鍋

材料（4人分）
◇イズシカひき肉…300ｇ ◇弘法芋…75ｇ 
◇ショウガ…3かけ ◇ニンニク…1かけ ◇塩・
こしょう…少  々◇一番だし…6カップ ◇コン
ブ…6cm ◇薄口しょうゆ…適宜 ◇ハクサイ
…1/4株 ◇ダイコン…1/3本 ◇ニンジン…
1/2本 ◇根深ネギ…1本 ◇シイタケ…4個 
◇エノキ…1束 ◇ニラ…2束 ◇シメジ…1/2
株 ◇コンニャク…1枚 ◇モチ…4個

作り方
❶ショウガ2かけはすりおろす。残りの1か
　けは千切り。ニンニクはみじん切りに。
❷シカひき肉・すりおろした弘法芋・ショウ
ガとニンニク、塩、こしょうを混ぜ合わ
せ、肉だねを作る。
❸だしをとり、薄口しょうゆで味をつける。
❹だしを沸騰させ、肉だねをスプーンで入
れる。
❺材料の野菜、コンニャクを切り、コンニャ
クはゆがく。野菜、コンニャク、モチを順
次入れ、ポン酢でいただく。

卯の花のもっちり焼きアラカルト卯の花のもっちり焼きアラカルト卯の花のもっちり焼きアラカルト
材料（4人分）

【A】◇卯の花…300ｇ　◇片栗…150ｇ ◇
水…360cc ◇緑茶・黒米…大さじ1（粉末） 
◇ノリ・ゴマ…適量
【B】◇干しシイタケ60ｇ ◇イズシカひき肉
…50ｇ ◇玉ネギ・ニンジン…1/2本 ◇シシ
トウまたはピーマン…2個 ◇ネギ…2～3本 
ごま油…適量 ◇三温糖・だしつゆ…大さじ
1 ◇みそ…小さじ1 ◇みりん…大さじ1

作り方
❶【B】の具材をすべて細かく切る。
❷フライパンにごま油をしき、水で戻した
干しシイタケ、シカ肉、玉ネギを炒めて
から、ほかの具材も入れて炒める。
❸【A】をボールに入れてこね、ラップをし
て電子レンジ600Wで3分加熱。ボール
に移してこね、再度、電子レンジ600W
で5分加熱して、全体がもっちりするま
でこねる。
❹②の具材を【A】で包み（50ｇ程度）フラ
イパンでこんがり焼き、しょうゆを薄く
塗る。ノリやゴマをトッピングする。

伊豆市の特産物である
大豆製品とシイタケを使いました。
肉だねをレタスで巻くことで、
違った食感を楽しめますよ♪
食材の色彩や食感（歯ごたえ）を

楽しんでください。

武田 沙織さん武田 沙織さん

ひと味違うプロの味！入賞作品を食べられるお店はこちら

聴
く
聴
く
聴
く

特　集　　食育で地産地消・産業振興

伊豆市商工会　業務推進課

古見 真利さん

身近にあふれる魅力ある食材
食育を通じて多くの市民に広げたい

その土地の名物を育てるのは地元の人
地域ブランドを育てるお手伝いをしたい

ふるみ    まさとし

伊豆市健康増進課

管理栄養士　大瀧 友恵
おおたき    ともえ

金賞金賞

銀賞銀賞 銅賞銅賞 特別賞特別賞

　　インタビュー Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ Voice　　

金賞・銀賞

金賞

銀賞 お惣菜コーナーで
毎週2回程度販売

銅賞『イズシカ鍋宿泊プラン』
の夕食として提供

コース料理の１品として提供

銀賞 お惣菜コーナーで
毎週土・日・月曜日に販売

金賞・銀賞・銅賞・特別賞

お弁当メニューとして
毎週月・金曜日に販売
※月・金曜日以外にも希望に
　より販売します（要予約）。

お惣菜コーナーで
毎週月・水・土曜日に販売

中伊豆店

大地讃頌
ヤマモトフードセンター

お惣菜コーナーで
毎週3回程度販売

学
校
給
食
や
健
康
教
室
で

幅
広
い
世
代
へ

　
入
賞
作
品
は
、す
で
に
学
校
や
保
育
園
な

ど
の
給
食
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、健
康
食
と
し
て
健
康
教
室
な
ど
で

も
活
用
し
て
い
き
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、『
伊
豆
の
味

覚
』を
広
め
て
い
き
ま
す
。

今
が
味
わ
う
チ
ャ
ン
ス
！！

商
工
会
と
連
携
し
、市
内
店
舗
で
販
売

　
商
工
会
や
市
内
ス
ー
パ
ー
と
連
携
し
て
、

入
賞
作
品
の
活
用（
商
品
化
）に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、３

月
19
日（
火
）〜
４
月
19
日（
金
）の
１
カ
月

間
を
活
用
期
間
と
し
て
、次
の
店
舗
で
作
品

を
販
売
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
入
賞
し
た
皆
さ
ん
が
、工
夫
を
凝
ら
し
た

創
作
料
理
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

金賞または銀賞



策
定
体
制
は
？

　

左
図
に
示
す
と
お
り
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、市
役
所
内
の
組
織
で
あ
る
庁
内
検
討

委
員
会
、策
定
懇
話
会
に
よ
っ
て
案
を
作
成

し
、市
長
が
最
終
案
を『
伊
豆
市
都
市
計
画

審
議
会
』に
諮
問
し
、答
申
を
受
け
、市
議

会
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
過
程
に
お
い
て
、
市
民
の
意

見
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

必
要
な
情
報
の
意
向
調
査
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
特
に
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方
針

で
あ
る
『
地
域
別
構
想
』
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
ご
と
に
『
地
域
協
議
会
』
を

設
立
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
直
接
お
聞
き

し
な
が
ら
、
将
来
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
『
地
域
別
構
想
』
の
作

成
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、『
地
域
協
議
会
』
を
設

立
し
、
将
来
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
作
成
作
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
『
地
域
協
議
会
』
は
、『
都
市
計
画
区

域
（
修
善
寺
地
区
）』
の
小
学
校
区
で
あ
る

修
善
寺
小
、
修
善
寺
南
小
、
修
善
寺
東
小
、

熊
坂
小
の
4
小
学
校
区
と
、『
都
市
計
画

区
域
外
』
の
天
城
湯
ケ
島
地
区
、
中
伊
豆

地
区
、
土
肥
地
区
の
計
7
地
区
で
設
立
し

ま
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
人
が
応
募
で
き
る
の
？

　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
高
校
生
以
上
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
委
員
の
構

成
は
1
地
区
あ
た
り
15
人
前
後
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
内
容
・
役
割
は
？

　

各
地
域
の
将
来
都
市
像
（
地
域
別
構
想

案
）
を
作
成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
の
ご
意
見
・

ご
提
案
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
開
催
時
期
、
開
催
回
数
は
？

　

５
月
～
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュー
ル
は
今
後
決
定
し
て
い
き
ま

す
が
、
開
催
は
1
地
区
あ
た
り
、
お
お
む

ね
2
回
～
3
回
程
度
を
考
え
て
い
ま
す
。

◆
開
催
時
間
・
場
所
は
？

　

原
則
平
日
の
夜
間
（
19
時
～
21
時
前
後
）

に
、
地
区
公
民
館
ま
た
は
市
役
所
施
設
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
期
限
・
応
募
方
法
は
？

　

３
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
お
住
ま
い
の
地
区
を

明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は
、

4
月
以
降
に
決
定
通
知
、
出
席
依
頼
を
郵

送
し
ま
す
。

※
地
域
協
議
会
参
加
に
係
る
報
酬
、
交
通

費
な
ど
は
支
給
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
状
況
に
よ
り
参
加
い
た
だ
け
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
／

土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
７

メ
ー
ルtosikei@

city.izu.shizuoka.jp

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
２
カ
年
計
画
で
、『
伊
豆
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
概
要
や
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

片田 敏孝さん
（群馬大学大学院教授）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
？

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
き
各
市
町
が
作
成
す
る『
ま

ち
づ
く
り
の
最
も
基
本
的
な
方
針
（
考
え

方
）』
の
こ
と
で
す
。
都
市
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
と
な
る
『
全
体
構
想
』
と
、

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
な
る
『
地

域
別
構
想
』
で
構
成
さ
れ
、
策
定
過
程
に

お
い
て
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
都

市
の
あ
る
べ
き
姿
（
将
来
都
市
像
）
を
示

し
た
上
で
、
そ
の
姿
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

必
要
と
な
る
『
土
地
利
用
の
基
本
方
針
』
や

『
道
路
整
備
の
基
本
方
針
』、
ま
た
『
景

観
整
備
の
基
本
方
針
』
や
『
防
災
の
基
本

方
針
』
な
ど
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
『
伊
豆
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』

（
以
下
『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
と
い
う
）
は
、

基
本
的
に
『
都
市
計
画
区
域
（
修
善
寺
地

区
）』
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
今
回
の
策
定

で
は
、
伊
豆
市
全
体
で
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
域
を
対
象
と
し
て

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

策
定
の
目
的
は
？

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の

『
根
拠
と
な
る
考
え
方
』
の
存
在
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
目
的
は
、
こ

の
『
根
拠
と
な
る
考
え
方
』
を
明
確
に
示

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

都
市
が
持
続
し
続
け
る
た
め
の
、
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
な
ど
す
べ
て
の
人
が
、
中
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
共
有
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
今
年
度
か
ら
２
カ
年

計
画
で
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、『
全
体
構
想
』
を
策
定
し
、

来
年
度
は
、『
地
域
別
構
想
』
を
中
心
に

作
業
を
行
い
、
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

地
域
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

募集

未来の伊豆市はどんなまち？

伊豆市都市計画マスタープラン
を策定しています
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伊豆市都市計画審議会

伊豆市長

伊豆市議会

庁内検討委員会

伊豆市都市計画
マスタープラン
○全体構想
○地域別構想
○まちづくり
　実現化方策

策
定
懇
話
会

事務局：土地対策課 市　民

庁内関係各課
静岡県など

地
域
協
議
会

（仮称）修善寺地域

（仮称）東地域

（仮称）熊坂地域

（仮称）南地域

（仮称）中伊豆地域

（仮称）天城湯ケ島地域

（仮称）土肥地域

※

都
市
計
画
あ
り

※

都
市
計
画
な
し

伊豆市都市計画マスタープラン策定体制概念図

情報

意見 情報

意見

○情報公開
○意識調査
○PR
○パブリックコメント

意見

協議・調整

たたき台の作成、各種会議への
提出、各種会議からの指示など

修正・指示
など

原案などの
提出

諮問答申 報告



　
毎
年
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て
、
全
国
的
に
啓
発
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
心
の
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
、

フ
ッ
素
世
代
!!

お
口
の
ケ
ア
し
て
ま
す
か
？

は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診

若
い
世
代
の

歯
科
健
診
受
診
率
向
上
を
図
り
た
い

　

市
で
は
年
２
回
、
歯
科
保
健
推
進
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
市
民
代
表
、

歯
科
関
係
者
、
教
育
関
係
者
な
ど
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
会
議
に
お
い
て
、
若
い

世
代
の
歯
科
健
診
受
診
率
の
低
さ
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
若
い
と
き
か
ら
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、『
は
た
ち

の
歯
周
疾
患
健
診
』
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ッ
素
洗
口
事
業
の

検
証
も
兼
ね
健
診
を
実
施

　

伊
豆
市
は
、
県
内
で
も
フ
ッ
素
洗
口
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
、
む
し
歯
予
防

を
し
て
き
ま
し
た
。

【
フ
ッ
素
洗
口
事
業
実
施
年
】

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
平
成
2
年
～

○
土
肥
地
区
…
平
成
7
年
～

○
修
善
寺
地
区
…
平
成
８
年
～

○
中
伊
豆
地
区
…
平
成
12
年
～

　

そ
の
事
業
効
果
の
検
証
も
兼
ね
、
田
方

歯
科
医
師
会
伊
豆
市
支
部
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
今
年
度
初
め
て
『
は
た
ち
の
歯
周

疾
患
健
診
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
健
診
実
施
結
果
】

対
象
／
成
人
式
に
出
席
し
た
新
成
人

３
０
０
人

受
診
者
／
53
人

む
し
歯
な
ど
の
状
況
／
左
記
グ
ラ
フ
参
照

新
成
人
の
歯
周
疾
患
の
傾
向
／

○
む
し
歯
が
あ
る
人
の
割
合
は
、
全
国
平

　

均
よ
り
低
い
。

○
一
人
あ
た
り
の
む
し
歯
の
本
数
は
、
全

　

国
平
均
よ
り
少
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
成
人
が
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
学
校
で
行
っ
て
き
た
フ
ッ
素

洗
口
が
、
20
歳
に
な
っ
て
も
歯
を
守
り
続

け
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

む
し
歯
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
！

健
康
な
歯
で
健
や
か
な
生
活
を

　

む
し
歯
は
生
活
習
慣
病
で
す
。
こ
の
良

い
状
況
を
継
続
す
る
た
め
に
歯
み
が
き
や
、

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

お
い
し
く
食
べ
て
、
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
『
歯
』。

歯
周
疾
患
は
、
心
臓
病
・
が
ん
・
糖
尿
病

な
ど
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
わ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
1
回
は
健
診
を
受
け
、
歯
と
全
身

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、『
８
０
２
０
運
動
』
の
一
環
と
し
て
歯
と
口
の
健
康
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
月
13
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
伊
豆
市
成
人
式
の

際
に
実
施
し
た
、『
は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診
』
の
結
果
と
と
も
に
、

新
成
人
の
歯
周
疾
患
の
傾
向
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

≪20歳のむし歯本数の比較≫

7　

6　

5　

4　

3　

2　

1　

0
　  伊豆市　　　　　全国平均

2.5

4.4

（単位：本）

≪20歳のむし歯有病者数の比較≫

80　
　

60　
　

40　
　

20　
　

0
　 伊豆市　　　　　全国平均

50.9

75.2
（単位：%）

100

出典：「2012年はたちの歯周疾患健診結果』、『平成23年歯科疾患実態調査』

大
おおの ゆたか

野裕 先生

自
分
の
命
・
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

こ
こ
ろ
の
健
康
週
間

この
バッ

ジ

が目印
！

▲ゲートキーパーの目印は
このバッジです。気軽にご
相談ください。

◆プロフィール◆
昭和 25 年愛媛県生まれ

　慶応義塾大学医学部
を卒業、同大学教授を経
て、現在、（独）国立精
神・神経医療研究センター
認知行動療法センターセン
ター長、日本認知療法療
法学会理事長、日本うつ
病学会理事などを務める。
　テレビ出演や講演活動は、
大変好評であり、全国各
地でご活躍されている。
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毎
月
、
自
殺
者
が
２
千
人
を
超
え
る

日
本
の
厳
し
い
現
状

　

平
成
24
年
の
日
本
の
自
殺
者
数
は
、

２
７
７
７
１
人
（
暫
定
値
）、
前
年
と
比

べ
て
２
８
８
０
人
（
約
９
・
４
％
）
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
以
降
毎
年
３
万
人
を
超
え
た

自
殺
者
が
、
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
毎

月
約
２
３
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
厳

し
い
現
状
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

自
殺
者
の
９
割
に
心
の
病
気

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
９
割
は
な
ん
ら

か
の
心
の
病
気
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
う

ち
最
も
多
い
の
が
『
う
つ
病
』
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
薬

物
関
連
障
害
も
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

『
う
つ
』
を
知
ろ
う
！

よ
く
あ
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

Ｑ
．『
う
つ
』
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

Ａ
．『
う
つ
病
』
の
発
症
に
は
、
個
人
的
、

社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
自
分
自
身
の
こ
と
、

日
常
の
身
の
回
り
の
変
化
な
ど
が
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

Ｑ
．『
う
つ
』
に
は
ど
ん
な
治
療
法
が
あ

る
の
？

Ａ
．
早
め
の
対
応
が
早
い
回
復
に
つ
な
が

り
ま
す
。
治
療
法
は
、
休
養
や
薬
に
よ
る

治
療
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
認
知
行
動
療

法
な
ど
の
心
理
療
法
が
あ
り
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？　

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ

と
で
す
。
自
殺
対
策
に
有
効
な
手
段
と
し

て
、
国
内
外
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
職

員
、
民
生
児
童
委
員
、
介
護
・
医
療
・
福

祉
関
係
者
な
ど
、
合
わ
せ
て
１
８
２
人
の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
養
成
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た

養
成
講
座
も
開
催
予
定
で
す
。

《
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
》

〇
気
付
く
…
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付

　

い
て
、
声
を
掛
け
る
。

〇
声
を
掛
け
る
・
聞
く
（
傾
聴
）
…

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、耳
を
傾
け
る
。

〇
つ
な
ぐ
…
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る

　

よ
う
促
す
。

〇
見
守
る
…
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

　

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
身
近
な
人
が
誰
で
も
で
き

る
こ
と
で
す
。

専
門
医
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
勉
強
会

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
人
ご
と
で
は
な
い『
う
つ
』。『
う

つ
』
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
や
、
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
入
場
無
料
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
22
日
（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

演
題
／
『
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
』

～
こ
こ
ろ
の
勉
強
会

　

こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
コ
ツ
～

講
師
／
（
独
）
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長 

大
野 

裕
先
生
（
精
神
科
医
師
）
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▲協定書を持ち、笑顔で記念撮影

▲先にゴールするのはどっちだ！最後まで懸命に走る選手たち

 

伊
豆
市
駅
伝
大
会

チ
ー
ム
の
た
め
力
走
す
る
選
手
た
ち

　

1
月
20
日（
日
）、『
伊
豆
市
駅
伝
大
会
』が
狩
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ま

で
の
13
・
3
㎞
、5
区
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、市
内
各
地
か
ら
地
区
対
抗
の
部
に
17

チ
ー
ム
、オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
一
般
の
部
に
33
チ
ー

ム
、小
学
生
の
部
に
15
チ
ー
ム
、合
計
65
チ
ー
ム
が
出

場
し
、タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。沿
道
に
は
多
く
の

人
が
訪
れ
、「
頑
張
れ
！
」
、「
あ
と
も
う
少
し
」
な
ど

選
手
へ
の
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
も
地
域
の
た
め
に

も
し
も
の
時
に
備
え
て

1
月
25
日
（
金
）、市
役
所
本
庁
で
市
と
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
東
海
（
株
）
、イ
オ
ン
キ
ミ
サ
ワ（
株
）の
両
社
が
、

『
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
』の
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、市
内
で
大
規
模
地
震
災
害
や
そ
れ
に
伴

う
津
波
や
火
災
な
ど
が
発
生
、ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
に
相
互
で
協
力
し
、災
害
か
ら
市
民
生
活
の
早
期

安
定
を
図
る
た
め
、両
社
に
あ
る
生
活
必
需
品
や
食
料
品

な
ど
必
要
な
物
資
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▲楯を持ち、堂々とした姿を見せる入選した児童・生徒たち

あ
す
な
ろ
忌

井
上
靖
の
愛
し
た
湯
ケ
島
の
地
で

　

湯
ケ
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
文
豪
井
上
靖
を
し
の

ぶ『
あ
す
な
ろ
忌
』が
、1
月
27
日（
日
）、天
城
会
館
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、約
２
０
０
人
が
来
場
し
、井
上
作
品
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
発
表
・
表
彰
式
や
、井
上

家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
座
談
会『
子
ど
も
が
語
る
父
の
ナ

イ
シ
ョ
ば
な
し
』な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
行

事
に
先
立
ち
、熊
野
山
に
あ
る
墓
地
で
の
墓ぼ
さ
ん参
や
、井
上

家
屋
敷
跡
で
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
塚
市
と
友
好
都
市
提
携

国
内
初
！
友
好
都
市
と
な
る
平
塚
市▲がっちりと握手を交わす市長（左）と落合平塚市長（右）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
下

▲元気いっぱいスタートする参加者たち

2
月
3
日（
日
）、狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で

『
伊
豆
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』が
行
わ
れ
、市
民
や

市
内
在
勤
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、１・５
㎞
と
３・
6
㎞
の
2
つ
の
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
合
い
、親
子
参
加
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
の
ほ

か
、小
学
1
・
2
年
生
か
ら
一
般
ま
で
全
16
部
門
で
行

わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
上
位
3
位
ま
で
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、気
温
も
上
が
り
、半
袖
で
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
る
児
童
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

2
月
6
日（
水
）、神
奈
川
県
平
塚
市
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
、そ
の
調
印
式
が
平
塚
市
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
豆
市
か
ら
は
市
長
、市
議
会
、観
光
協
会
、商
工

会
な
ど
の
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
友
好
都
市
提
携
に
伴
い
、平
塚
市
と
こ
れ
ま
で

の
交
流
事
業
に
加
え
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、観
光
な
ど

官
民
一
体
と
な
っ
て
交
流
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、同
日
に
同
市
と
災
害
相
互
応
援
協
定
も
締

結
し
ま
し
た
。

▲飛び出してくる大迫力の恐竜に思わず大興奮！

第
5
弾
天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

不
思
議
な
感
覚『
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
』

　

2
月
2
日（
土
）、天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で『
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
展
』が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
は
、平
行
な
の
に
ゆ
が
ん
で
見

え
た
り
、見
方
に
よ
っ
て
は
絵
が
変
化
し
て
見
え
る
、

目
の
錯
覚
を
利
用
し
た
不
思
議
な
感
覚
が
楽
し
め
る

絵
画
の
こ
と
で
す
。こ
の
作
品
展
に
は
、28
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

4
月
21
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。お
越
し
の
際
に
は
、カ

メ
ラ
を
お
忘
れ
な
く
！



　
1
月
18
日（
金
）、新
天
城
小
学

校
の
合
同
説
明
会
が
、狩
野
小
学

校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
湯
ケ
島
小
学
区
、月
ケ
瀬
小
学

区
、狩
野
小
学
区
か
ら
集
ま
っ
た

1
3
1
人
の
保
護
者
は
、新
小
学

校
の
経
営
方
針
、行
事
予
定
、教

室
配
置
、日
課
、学
校
生
活
の
約

束
、通
学
補
助
金
交
付
制
度
、バ
ス

通
学
、緊
急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
つ
い
て
真
剣
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
、保
護

者
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、４
月
か
ら
新
た
に
天
城
小

学
校
を
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
伝
統
あ
る
３
校
で

は
あ
り
ま
す
が
、狩
野
小
学
校
、月

ケ
瀬
小
学
校
、湯
ケ
島
小
学
校
を

閉
校
し
ま
す
。３
校
で
は
、３
月
23

日（
土
）に
地
域
の
皆
さ
ん
や
卒
業

生
、来
賓
な
ど
を
招
き
、『
閉
校

式
』お
よ
び『
閉
校
行
事
』を
実
施

し
ま
す
。

　
1
月
18
日（
金
）、新
天
城
小
学

校
の
合
同
説
明
会
が
、狩
野
小
学

校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
湯
ケ
島
小
学
区
、月
ケ
瀬
小
学

区
、狩
野
小
学
区
か
ら
集
ま
っ
た

1
3
1
人
の
保
護
者
は
、新
小
学

校
の
経
営
方
針
、行
事
予
定
、教

室
配
置
、日
課
、学
校
生
活
の
約

束
、通
学
補
助
金
交
付
制
度
、バ
ス

通
学
、緊
急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
つ
い
て
真
剣
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
、保
護

者
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、４
月
か
ら
新
た
に
天
城
小

学
校
を
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
伝
統
あ
る
３
校
で

は
あ
り
ま
す
が
、狩
野
小
学
校
、月

ケ
瀬
小
学
校
、湯
ケ
島
小
学
校
を

閉
校
し
ま
す
。３
校
で
は
、３
月
23

日（
土
）に
地
域
の
皆
さ
ん
や
卒
業

生
、来
賓
な
ど
を
招
き
、『
閉
校

式
』お
よ
び『
閉
校
行
事
』を
実
施

し
ま
す
。

　
1
月
26
日（
土
）、月
ケ
瀬
小
学
校

で『
学
習
発
表
会
』を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、こ
の
日
の
た
め
長
い

間
練
習
し
た
か
い
が
あ
り
、当
日
は

一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
天
城
の
良
さ
を
紹
介

す
る
劇
に
は
、後
日
、地
域
の
人
か

ら
お
褒
め
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
は
、校
長
先
生
の
指
揮
に
よ

る
校
歌
斉
唱
で
、大
き
な
歌
声
が
体

育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
皆
さ
ん
は
、『
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
』と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
略
称
で『
ス
テ
マ
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、消
費
者
に

宣
伝
と
は
気
付
か
れ
な
い
方
法
に
よ

っ
て
宣
伝
を
す
る
手
法
で
す
。近
年
で

は
い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
や

ら
せ
や
、芸
能
人
ブ
ロ
グ
の
ペ
ニ
ー
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
の
落
札
記
事
な
ど
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、景
品
表
示

法
と
い
う
法
律
の『
不
当
教
示
』に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
が
消
費
者

庁
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、消
費

者
に
と
っ
て
は
、そ
も
そ
も
宣
伝
で
あ

る
か
否
か
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
非
常

に
問
題
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
取
引
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
評
判
が
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、こ

の
よ
う
な
宣
伝
方
法
が
あ
る
こ
と
も
注

意
し
な
が
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
山
脈
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『宣伝とは気付かない宣伝もあります！』

重
機
唸
ら
せ
水
力
発
電
所
改
築
に
土
日
、
返
上
雪
舞
う
夜
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浅
田

　と
み
子
（
茅
野
）

歩
を
止
め
て
梅
花
盛
り
を
ほ
め
く
れ
る
目
白
一
羽
に
我
も
ほ
っ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木

　ふ
さ
え
（
矢
熊
）

春
ま
て
ど
冬
型
寒
気
天
城
嶺
は
白
銀
一
色
こ
の
朝
の
あ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浅
田

　み
ち
子
（
市
山
）

寒
々
と
風
の
音
を
聞
き
な
が
ら
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
本
を
よ
む
夜
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
藤

　豊
子

　（
西
平
）

「
寒
い
ね
」
が
合
言
葉
な
る
二
月
末
つ
ぼ
み
の
梅
に
メ
ジ
ロ
が
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
江

　美
輪

　（
矢
熊
）

●
オ
ー
ト
バ
イ
盗
に
注
意
！

　
大
仁
署
管
内
で
は
、平
成
２４
年

の
１
年
間
で
、オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
１０

件
発
生
し
ま
し
た
。前
年
に
比
べ
３７

件
も
の
大
幅
な
減
少
に
な
り
ま
し

が
、こ
れ
か
ら
の
季
節
、就
職
や
進

学
を
機
に
、オ
ー
ト
バ
イ
利
用
者

が
増
え
て
き
ま
す
。新
生
活
が
始

ま
り
慌
た
だ
し
い
時
間
の
中
で
、オ

ー
ト
バ
イ
の
施
錠
を
面
倒
に
思
い
、

無
施
錠
の
ま
ま
愛
車
か
ら
離
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、必
ず
施
錠
の

習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
被
害
防
止
策
】

○
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

　
ク
す
る
。

○
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る
。

○
オ
ー
ト
バ
イ
に
装
着
さ
れ
て
い
る

　
盗
難
防
止
装
置
を
活
用
す
る
。

○
路
上
な
ど
へ
放
置
せ
ず
、駐
輪
場

　
を
利
用
す
る
。

 

●
そ
の
声
、本
当
に
息
子
で
す
か

　
社
会
問
題
化
し
て
い
る
振
り
込
め

詐
欺
で
す
が
、突
然
の
電
話
で
息
子

を
か
た
り「
携
帯
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」、「
風
邪
で
声
が
変
」な
ど
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、振
り
込
め
詐
欺
の『
ア

ポ
電
』か
も
し
れ
ま
せ
ん
。い
ろ
い
ろ

な
言
い
訳
を
し
て
電
話
で
お
金
を
要

求
し
て
く
る
と
、息
子
や
孫
の
一
大

事
と
思
い
、犯
人
の
声
も
わ
が
息
子

の
声
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
あ
な
た
自
身
の
冷
静
な
対
応
が
最

大
の
被
害
防
止
策
で
す
。

【
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
】

い
↓
い
つ
も
の
声
と
違
う
け
ど
。

ず
↓
ず
っ
と
連
絡
取
っ
て
い
な
い
か
ら
。

し
↓
し
っ
か
り
本
人
に
。

か
↓
必
ず
確
認
。

　
今
年
度
、土
肥
小
学
校
と
土
肥
中

学
校
は
、連
携
教
育
を
一
層
推
進
す

る
た
め
に
子
ど
も
同
士
の
交
流
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
運
動
会
や
リ
レ
ー
会
や
読
み
聞

か
せ
、さ
ら
に
文
化
祭
な
ど
に
相
互

に
参
加
し
合
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
を
通
し
て
、小
学
生
は
今
後
の
自

分
を
想
像
し
た
り
、中
学
生
は
過
去

の
自
分
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
下
旬
に
６
年
生
は
、中
学
校

で
の
生
活
を
丸
一
日
体
験
し
ま
し

た
。

　
開
校
に
向
け
て

　
天
城
地
区
合
同
説
明
会

　
開
校
に
向
け
て

　
天
城
地
区
合
同
説
明
会

　
開
校
に
向
け
て

　
天
城
地
区
合
同
説
明
会

▲中学生による児童への読み聞かせの様子

▲地域の人との交流を劇で紹介

▲土肥中の文化祭に児童たちも参加しました

　
月
ケ
瀬
小
学
校

　
学
習
発
表
会

　
月
ケ
瀬
小
学
校

　
学
習
発
表
会

　
月
ケ
瀬
小
学
校

　
学
習
発
表
会

　
小
中
連
携
！
土
肥
小
・
土
肥
中

　
小
中
連
携
！
土
肥
小
・
土
肥
中

　
小
中
連
携
！
土
肥
小
・
土
肥
中

▲土肥小の運動会で中学生が応援を披露

必ず施錠の習慣を！

【平成24年中、大仁署管内の被害状況】

施錠割合 発生場所

一般住宅
敷地内

アパート
・駐輪場

不明

50％

30％

20％

施錠なし

施錠あり

80％

20％

　
天
城
地
区
３
小
学
校

　
閉
校
式
・
閉
校
行
事

　
天
城
地
区
３
小
学
校

　
閉
校
式
・
閉
校
行
事

　
天
城
地
区
３
小
学
校

　
閉
校
式
・
閉
校
行
事
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みんな のひろばみんな のひろばみんな のひろば

＊健康増進課＊

3 歳児健診で虫歯が
ゼロだったお子さんを
紹介します。

  うえだ　  かいち        みずの
　りん

いとう　 
  　ゆりか

  ほんま       ゆり
 すすき      こうた

 おおた　
  いつき

  あおき　    か
の

いいだ　 やまと

  うめはら  れいあおき　　 ももか

　 みす　  しょうた　 やまだ 
    あかり

すぎやま
　のりあ

き

かぎやま　
せな

　 ふくい  
   ゆうと

 1人分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　げんき やるき ゆうきのもてる子
◆重点目標　○心身ともにたくましい子
　　　　　　○素直で思いやりのある子
　　　　　　○自分の思いを表現する子
　　　　　　

ひよこ籠球部

①ハクサイは食べやすい大きさに
　切り、鍋に水を入れ煮立て、ふ
　たをして中火で7～8分蒸しゆ
　でにする。ゆで汁は2カップを量
　り、足りないときは水を足す。
②ハムは放射状に6等分に切る。
③鍋にバターを入れて溶かし、
　小麦粉を加えてよく炒める。
　次に冷たい牛乳と①のゆで汁
　も加えて混ぜながら煮立つま
　で火を通す。
④①の白菜とハムを加え、塩、こ
　しょうで調味してひと煮する。
⑤グラタン皿に④を入れ、粉チ
　ーズをふり、220℃のオーブ
　ンで約20分、焼き色が付くま
　で焼く。

◆ハクサイ…………600g
◆水…………… １カップ
◆ハム………8枚（120g）
◆バター………  大さじ3
◆小麦粉………  大さじ5
◆牛乳…………  2カップ
◆塩…………  小さじ1/2
◆こしょう………… 少々
◆粉チーズ………… 適宜

　
橘
保
育
園
は
、４１
年
前
、白
岩
小
学
校
の
跡
地
に
移
転
建

築
さ
れ
ま
し
た
。近
く
に
大
見
川
が
流
れ
、毎
年
４
月
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が「
大
き
く
な
ー
れ
！
」と
願
い
込
め
て
、鮎
の

稚
魚
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
園
庭
に
は
、長
い
年
月
を
重
ね
、大
き
く
育
っ
た
ケ
ヤ
キ

の
木
が
、た
く
ま
し
く
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。時
折
、卒
業

生
た
ち
が
懐
か
し
そ
う
に
眺
め
て
は
、記
念
写
真
を
撮
っ
て

い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。今
ま
で
、大
勢
の
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、や
さ
し
く
包
み
育
ん
で
く
れ
た
大
き
な
ケ
ヤ

キ
の
木
。現
在
２８
人
の
園
児
が
こ
の
木
の
周
り
で
元
気
に
遊

ん
で
い
ま
す
。い
つ
の
日
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、懐
か
し

い
思
い
出
の
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
園
で
は
、一
年
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
行
事
を
行
い
ま

す
。一
月
は
、祖
父
母
参
観
を
行
い
ま
し
た
。お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、た
く
さ
ん
遊
ん
で
く
れ
て
、楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

橘保育園橘保育園

◇エネルギー…279kcal　◇カルシウム…252mg
◇たんぱく質…10.8g　◇脂質…15.5g　◇食塩相当量…2.0ｇ

▲水曜日に東小、土曜日に南小で練習をしています！

　ひよこ籠球部は、主に修善寺東小学校・修善寺南小
学校の児童16人で活動しているミニバ
スケットボールクラブです。
　楽しく、そして少し厳しく、『礼節』と
『仲間』を大切にしているチームです。
卒団生の中高生も一緒に楽しんでいま
す。見学、体験入部ともに大歓迎です。

●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

ハ
ム
と
ハ
ク
サ
イ
の

　
　
　
　 

グ
ラ
タ
ン

ハ
ム
と
ハ
ク
サ
イ
の

　
　
　
　 

グ
ラ
タ
ン

▲一緒にお正月の遊びをしました

▲一緒に食べる給食はおいしい！ ▲難しいすごろくにも挑戦！

▲全身を使って遊びました

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～今年はナメコもできた！～

　ダイコン、ハクサイ、サツマイモ、皆すべて伊豆の大地からの贈り物で
す。自給自足を夢に描く頑固オヤジが山を開墾し、『DASH村』をこの地で
行っています。ごく普通に地産地消を繰り返す生活を送ることが、自分の
エネルギーの源です。「これって大変ぜいたくな事なんだ！」と気付き始め
た今日このごろ、感謝。

伊豆市食育推進会議専門員　大村 浩之（加殿）

おじいちゃん、おばあちゃん、ありがとう！

   キャプテン 土屋 陽生
  （修善寺東小5年）

つちや  ひな

食育の日の啓発活動をする会員食育の日の啓発活動をする会員

青木 萌々香ちゃん青木 萌々香ちゃん
（原保）（原保）（原保）

（佐野）（佐野）（佐野）（佐野）

植田 佳知ちゃん
植田 佳知ちゃん（大平柿木）
（大平柿木）
（大平柿木）

伊藤 友莉
果ちゃん

伊藤 友莉
果ちゃん

（上白岩）（上白岩）（上白岩）

青木 楓乃ちゃん青木 楓乃ちゃん
（冷川）（冷川）（冷川）

太田 偉月ちゃん太田 偉月ちゃん

飯田 大翔ちゃん飯田 大翔ちゃん

梅原 黎ちゃん
梅原 黎ちゃん（熊坂）（熊坂）（熊坂）

本間 祐里ちゃん本間 祐里ちゃん
（月ケ瀬）（月ケ瀬）（月ケ瀬）

鍵山 聖奈ちゃん鍵山 聖奈ちゃん

（土肥）（土肥）（土肥）（土肥）

三須 翔太ちゃん
三須 翔太ちゃん（本立野）（本立野）（本立野）（本立野）

山田 明璃ちゃん山田 明璃ちゃん

（青羽根）（青羽根）（青羽根）

水野 凛ちゃん水野 凛ちゃん

（牧之郷）（牧之郷）（牧之郷）
杉山 永晃

ちゃん
杉山 永晃

ちゃん

（湯ケ島）（湯ケ島）（湯ケ島）

福井 優杜ちゃん福井 優杜ちゃん

（大平）（大平）（大平）

鈴木 洸太ちゃん
鈴木 洸太ちゃん（柏久保）（柏久保）（柏久保）

（小下田）（小下田）（小下田）
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生
後
90
日
を
超
え
た
犬
は
、
年
1
回
の

予
防
接
種
が
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
下
記
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
場
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

料
金
／
３
３
２
０
円

　
（
注
射
料
金
・
注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

※
未
登
録
犬
は
、
登
録
料
３
千
円
が
別
途

　

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出

　

が
必
要
で
す
の
で
、
環
境
衛
生
課
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
が
で
き
な
い
場
合
／
お
近
く
の

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場

合
は
、
動
物
病
院
が
発
行
す
る
『
注
射
証
明

書
』
を
持
参
し
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
注
射
済
票

（
手
数
料
５
５
０
円
）
を
交
付
し
ま
す
。
届

け
出
を
代
行
す
る
動
物
病
院
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

　

次
の
対
象
者
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
一

定
枚
数
の
指
定
ご
み
袋
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
者
・
申
請
時
の
持
ち
物
／

①
地
域
奉
仕
活
動
な
ど
の
実
施
団
体

　
【
持
ち
物
】
印
鑑

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、

　

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯

　
【
持
ち
物
】
印
鑑

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
２
～
要
介

　

護
５
の
認
定
を
受
け
、
紙
お
む
つ
を
使

　

用
し
て
い
る
在
宅
世
帯

　
【
持
ち
物
】
印
鑑
、
介
護
保
険
証
、
民
生

　

委
員
の
証
明
（
ま
た
は
伊
豆
市
家
族
介

護　

支
援
事
業
利
用
決
定
通
知
書
）

④
特
別
障
害
者
手
当
受
給
世
帯
や
日
常
生
活

　

用
具
給
付
事
業
に
よ
る
ス
ト
マ
用
装
具
や

　

紙
お
む
つ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
身
体
障

　

害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯

　
【
持
ち
物
】
印
鑑
、
特
別
障
害
者
手
当

　

認
定
通
知
書
（
ま
た
は
日
常
生
活
用
具

給　

付
決
定
通
知
書
）

※
②
～
④
の
複
数
に
該
当
す
る
場
合
は
、　

　

重
複
し
て
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
／
４
月
１
日
（
月
）

受
付
場
所
／
環
境
衛
生
課
・
各
支
所

※
②
～
④
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
課
ま

　

た
は
長
寿
介
護
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

お
知
ら
せ

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
開
催
に
伴

い
修
善
寺
温
泉
を
選
手
が
通
行
し
ま
す

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、ラ
ン
ニ
ン
グ
の
一

種
で
、舗
装
路
以
外
の
山
野
を
走
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。今
回
、賀
茂
郡
松
崎
町
か
ら
伊
豆
市
を

コ
ー
ス
と
す
る『
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ

ー
ス
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
開
催
に
伴
い
、次
の
日
程
で
選
手
が
修

善
寺
温
泉
を
通
行
し
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／
３
月
10
日（
日
）12
時
～
20
時（
予
定
）

と
こ
ろ
／
修
善
寺
温
泉

※
ゴ
ー
ル
は『
独
鈷
の
湯
公
園
』に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
／
○
交
通
規
制
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

○
選
手
は
道
路
の
左
側
を
通
行
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス
上
で
は
誘
導
員
が
選
手
を
誘
導
し

　

ま
す
。

問
合
せ
／
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

実
行
委
員
会
☎
０
５
５
８（
43
）２
０
０
０　

観
光
交
流
課
☎（
72
）９
９
１
１

『
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
あ
る
邑む
ら

』

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

県
内
の
市
町
で
組
織
す
る『
ふ
じ
の
く
に

美
し
く
品
格
あ
る
邑
づ
く
り
連
合
』は
、農
村

空
間
の
持
続
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
持
続
、経
済
活

動
の
持
続
を
兼
ね
備
え
た
邑
の
登
録
を
行
い
、

今
後
は
邑
を
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
月
ケ
瀬
地
域
が
登
録
・
顕
彰
さ
れ
る
!!

　

邑
の
登
録
元
年
と
な
る
今
年
度
は
、45
邑

の
登
録
が
あ
り
、そ
の
う
ち
伊
豆
市『
伊
豆
月

ヶ
瀬
梅
の
里
』を
含
む
６
邑
が
、静
岡
県
知
事

か
ら
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

邑
の
登
録
は
、毎
年
実
施
さ
れ
ま
す
。「
美

し
い
農
村
空
間
を
活
用
し
て
、地
域
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
」な
ど
、興
味
の
あ
る
地
域
は
、農
林
水
産

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
２

『
広
報
い
ず
』は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に『
広
報
い
ず
』を
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、市
役
所
・
各
支
所
を

は
じ
め
、コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
広
報
い
ず
』配
置
場
所
／

【
修
善
寺
地
区
】

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
修
善
寺
駅
前
店

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
伊
豆
修
善
寺
加
殿
店

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
修
善
寺
柏
久
保
店

〇
サ
ー
ク
ル
Ｋ
伊
豆
修
善
寺
店

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
伊
豆
修
善
寺
瓜
生
野
店

〇
Ｙ
シ
ョッ
プ
修
善
寺
三
枝
店

〇
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
修
善
寺
大
平
店

〇
ロ
ー
ソ
ン
伊
豆
熊
坂
店

〇
ロ
ー
ソ
ン
伊
豆
牧
之
郷
店

〇
城
山
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

【
中
伊
豆
地
区
】

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
中
伊
豆
上
白
岩
店

〇
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
中
伊
豆
八
幡
店

〇
中
伊
豆
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

〇
中
伊
豆
室
内
温
泉
プ
ー
ル 

ふ
れ
っ
ぷ

【
天
城
湯
ケ
島
地
区
】

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
天
城
湯
ケ
島
船
原
店

〇
ロ
ー
ソ
ン
天
城
湯
ケ
島
店

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
天
城
湯
ケ
島
店

〇
青
羽
根
郵
便
局

【
土
肥
地
区
】

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
土
肥
店

〇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
伊
豆
市
土
肥
店

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
盛
田
屋
八
木
沢
店

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎（
72
）１
１
８
７

私
た
ち
の
た
め
に
も

み
ん
な
の
た
め
に
も

必
ず
連
れ
て
っ
て
ね
！

矢熊多目的集会所

天城会館

茅野多目的集会所

月ケ瀬コミュニティー

市役所天城湯ケ島支所

金山公民館

筏場公民館

八岳集会所

関野公民館

旧大東保育園

市役所中伊豆支所

城改善センター

大野公民館

年川上作業所

柏久保公民館

中伊豆社会体育館

加殿公民館

佐野集会所

 ９時～ 9 時 15 分

 9 時 40 分～ 10 時 25 分

10 時 45 分～ 11 時

13 時 20 分～ 13 時 35 分

14 時～ 14 時 30 分

15 時～ 15 時 15 分

 9 時 10 分～ 9 時 30 分

 9 時 55 分～ 10 時 20 分

10 時 45 分～ 11 時 5 分

13 時 20 分～ 13 時 35 分

14 時～ 14 時 40 分

15 時～ 15 時 15 分

 9 時～ 9 時 25 分

 9 時 55 分～ 10 時 10 分

10 時 40 分～ 11 時

13 時 20 分～ 13 時 50 分

14 時 15 分～ 14 時 35 分

15 時～ 15 時 15 分

生きいきプラザ

大平公民館

修善寺総合会館

ニュータウンコミュニティー会館

紙谷橋

伊豆森林管理署

熊坂公民館

堀切公民館

大平柿木報徳館

狩野ドーム

上船原地区集会所

小下田ふるさとセンター

土肥シニアプラザ

小土肥八幡神社前

市役所土肥支所

 ９時～ 10 時

10 時 30 分～ 10 時 50 分

13 時 20 分～ 13 時 40 分

14 時～ 14 時 20 分

14 時 45 分～ 15 時 15 分

 ９時～ 9 時 20 分

 9 時 50 分～ 10 時 10 分

10 時 40 分～ 11 時

13 時 20 分～ 13 時 35 分

14 時～ 14 時 20 分

14 時 45 分～ 15 時

 ９時 15 分～ 9 時 35 分

10 時～ 10 時 20 分

10 時 45 分～ 11 時 5 分

13 時 20 分～ 14 時 30 分

4
月 

8
日
（
月
）

4
月 

9
日
（
火
）

4
月 

11
日
（
木
）

4
月 
10
日
（
水
）

4
月 

12
日
（
金
）

4
月 

15
日
（
月
）

日付 会　場 時　間 日付 会　場 時　間

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

▲2月4日（月）、顕彰式典会場での月ケ瀬地域の皆さん

お知らせ

文

虹の郷

指月殿

修禅寺

修善寺小学校
N

至達磨山
戸田方面

卍 

やまびこ

ゴール会場
独鈷の湯公園

【 修善寺温泉周辺のコース 】

だるま

ご
み
有
料
化
の
減
免
措
置
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お知らせ
狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

健
康
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
初
心
者
講
習
会（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

講
習
を
受
け
た
人
に『
利
用
者
証
』を
発

行
。次
回
か
ら
１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
３
月
18
日（
月
）19
時
～

対
象
／
高
校
生
以
上

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
の
で
き
る
服
装

定
員
／
先
着
30
人

申
込
み
・
問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム

☎（
87
）１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュ
ー
で
、理

想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／

①
３
月
21
日（
木
）14
時
～
17
時

②
３
月
26
日（
火
）17
時
～
20
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
説
明
、ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

高
校
生
に
よ
る
春
の
朗
読
会

　

直
木
賞
作
家
が
描
く
中
伊
豆・天
城
の
物

語
を
高
校
生
の
朗
読
で
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
３
月
10
日（
日
）

 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館

朗
読
／

日
大
三
島
高
等
学
校
放
送
部
の
皆
さ
ん

作
品
／
戸
川 

幸
夫 

著『
猪
犬
物
語
』 

定
員
／
先
着
20
人

申
込
み
／
３
月
９
日（
土
）ま
で
に
、電
話
で
修

善
寺
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎（
72
）９
８
６
８

春
休
み
に
親
子
で
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
！

　

材
料
は
段
ボ
ー
ル
３
枚
。家
族
の
ア
イ
デ
ア

で
、す
て
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

と
き
／
３
月
24
日（
日
）13
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
前
広
場（
雨
天
の

場
合
は
修
善
寺
図
書
館
内
）

講
師
／
造
形
作
家 

た
た
ら 

な
お
き 

氏 

定
員
／
先
着
10
組

※
１
組
３
人
以
上
で
必
ず
大
人
が
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／
ガ
ム
テ
ー
プ
、カ
ッ
タ
ー
、家
を
飾
る

も
の
、色
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

※
段
ボ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
／
３
月
23
日（
土
）ま
で
に
、電
話
で

修
善
寺
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎（
72
）９
８
６
８

春
の
花
か
ざ
り
教
室
参
加
者
募
集

　

市
主
催
の
花
か
ざ
り
教
室
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、門
扉
や
壁
な
ど
に
飾
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
の
一
つ
、ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
行
い
ま
す
。初
め
て
で
も
楽

し
み
な
が
ら
作
れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
３
月
25
日（
月
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
伊
藤 

龍
彦 

氏

参
加
費
／
２
千
円

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤・通
学
し
て

い
る
人

定
員
／
先
着
25
人

申
込
み
／
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
農
林

水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
３

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地（
募
集
期
間
あ
り
）／

○
修
善
寺
地
区
…
立
野
団
地（
２
戸
）

○
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地（
1
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…

　

新
青
羽
根
団
地（
２
戸
）

　

※
高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
世
帯

　
　

が
対
象
で
す
。

　

宿
第
２
団
地（
南
耕
地
）（
１
戸
）

　

※
単
身
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
居
予
定
／

　

４
月
下
旬
～（
宿
団
地
は
未
定
）

　

募
集
期
間
／

　

３
月
１
日（
金
）～
３
月
29
日（
金
）

　

抽
選
会・入
居
説
明
会
日
時
／

　

対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
団
地（
随
時
募
集
）／

　

申
し
込
み
先
着
順
で
、入
居
者
を
決
定　

し
ま
す（
同
日
の
場
合
は
、抽
選
）。

〇
修
善
寺
地
区
…
椿
団
地（
３
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
宮
の
前
団
地（
１
戸
）

　

※
単
身
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地（
２
戸
）

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り
計

算
し
決
定
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と（
た
だ
し
60
歳
以

　

上
な
ど
、単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
す
べ
て
の
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
２
人
設
定
で

　

き
る
こ
と（
持
家
あ
り
、滞
納
が
な
い
な
ど

　

の
基
準
あ
り
）

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
土
地
対
策
課
ま
た

は
土
肥
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員（
学
生
以
外
）の
所
得
課
税

　

証
明（
平
成
23
年
分
）

④
納
税
証
明
書（
平
成
23
年
度
）

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎（
83
）５
２
０
４

『
い
ず
生
涯
学
習
講
座
』
講
師
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
開
催
し
て
い
る
『
い
ず

生
涯
学
習
講
座
』
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
は
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
講
座
開
催
希
望
者
は
申
し
込
み

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
講
座
は
、
申
し
込
み
の
取
り
ま
と

め
を
社
会
教
育
課
で
行
い
ま
す
が
、
開
講

後
は
講
師
の
先
生
が
主
導
で
開
催
し
ま
す
。

講
師
説
明
会
／
３
月
14
日（
木
）

昼
間
の
部 

13
時
30
分
～

夜
間
の
部 

19
時
～

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
支
所

講
座
開
設
期
間
／

５
月
下
旬
～
平
成
26
年
３
月
上
旬

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

伊
豆
市
文
化
協
会
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
糸
の
調
べ
』

　

文
化
協
会
の
先
生
方
に
よ
る
三
味
線
演
奏

会
で
す
。皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
き
／
３
月
29
日（
金
）18
時
30
分
～
20
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

料
金
／
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
代
５
０
０
円

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
８

三
月
の
近
代
日
本
画

　

今
月
は
、
風
景
画
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
川
な
か
の
温
泉
』
石
川
寅
治 

一
面 

昭
和
29
年

『
湯
浴
（
湯
治
）
』
川
端
龍
子 

一
面 

昭
和
2
年

『
し
い
た
け
』
川
端
龍
子 

一
面 

近
代

『
修
善
寺
城
山
公
園
よ
り
の
展
望
』

　

川
端
龍
子 

一
面 

昭
和
37
年
ご
ろ

『
雲
井
の
瀧
』
川
端
龍
子 

一
面 

近
代

『
独
釣
』
安
田
靫
彦 

一
幅 

明
治
42
～
44
年

『
小
松
』
小
山
大
月 

一
幅 

大
正
後
期

『
備
後
鞆
津
写
生
』
黒
田
古
郷 

一
幅 

大
正
後
期

☆
見
ど
こ
ろ
／
『
小
松
』
を
描
い
た
小
山
大

月
は
、
今
村
紫
紅
た
ち
の
赤
曜
会
結
成
に
参
加

し
た
日
本
画
家
で
、
華
麗
な
装
飾
画
の
大
作
を

次
々
と
発
表
し
、
赤
曜
会
解
散
後
は
速
水
御
舟

た
ち
の
会
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
院
展
で
活
躍

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
療
養
の
た
め
沼
津
へ

転
居
し
て
い
た
明
治
座
支
配
人
の
川
上
五
郎
氏

の
旧
蔵
品
で
す
。
川
上
氏
は
、
沼
津
東
方
寺
の

離
れ
に
大
月
を

住
ま
わ
せ
、
当

時
作
品
制
作
に

身
が
入
ら
な
か

っ
た
大
月
を
毎

日
写
生
に
連
れ

出
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
／
３
月
５
日（
火
）～
３
月
26
日（
火
）

９
時
～
16
時（
木
曜
休
館
）

※
２
月
27
日（
水
）～
3
月
4
日（
月
）ま
で
館
内

　

工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎（
72
）１
９
３
４

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

Q
傘
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ご
み
集
積
所

へ
出
せ
ば
よ
い
で
す
か
？

　　　A　　　
ビ
ニ
ー
ル
、
布
部
分
を
外
し
て
集
積
所

　

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

50
㎝
を
超
え
て
い
て
も
、
骨
は
折
り
曲

げ
ず
に
『
缶
以
外
の
金
属
』
と
し
て
集
積

所
へ
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
骨

は
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
ず
に
、
じ
か
に
置
い

て
く
だ
さ
い
。
ビ
ニ
ー
ル
、
布
部
分
は

『
燃
や
せ
る
ご
み
』
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
か
ら
ご
み
の
出
し
方
の
一

部
変
更
に
伴
い
、『
ご
み
の
出
し
方
便
利

帳
』
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
本
庁
や
各

支
所
に
も
備
え
置
き
ま
す
の
で
、
必
要
な

人
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

▲今回の教室で作るハンギングバスケット（例） ▲幻想的な雰囲気の中、奏でられる三味線と歌の競演

募

　
　集
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伊豆市の人口

※（　）内は前月比

平成25年
２月1日現在

男 　　16,306人 （－41）

女　　17,810人 （－24）

計　　34,116人 （－65）

世帯数 13,531世帯 （－19）

プロジェクト
最前線！

市の主要事業を紹介するコーナーです。

　問合せ　 地域づくり課☎（７４）3066　

FM IS（伊豆）伊豆市コミュニティFM 
～伊豆市のための、コミュニティFM放送局～ 
現在、開局に向けて準備を進めています！  

■コミュニティFM放送局とは？｠
　一部の区域をエリアとしたFMラジオのことです。聞こえる範
囲が限定されるため、地域に特化した情報や災害時の緊急速報
など、一番身近な情報を発信できるのが特徴です。
■運営母体
  1月に株式会社FM ISが設立されま
した。民間会社としてコミュニティ
FM放送局の運営を行います。
■スタジオの場所
　伊豆市柏久保1304
　オリエンタルマンション１階
※修善寺駅北側のTSUTAYAの
　向かいです。
■FM ISの役割 
　FM ISは、商店や企業、行政の情報発信だけではなく、地域で
活動する個人、団体など誰でも気軽にお知らせができたり、番組
作りに参加できたりと、新しいコミュニケーションの場を提供
していきます。FM ISは、市民の皆さんのための放送局であ
り、市民の皆さんが主役となる放送局を目指します！
　市民の皆さんと地域の元気を一緒につくっていきたいと思
いますので、ご支援の程よろしくお願いいたします！

だよりvol.24

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

伊豆総合高校の生徒が外国人選手と共に
『伊豆ベロドローム』を体感!

  問合せ　 
観光交流課☎（72）9911
　インターネットは…  サイクルメッカ伊豆　　 検索

▲みんなで一緒に記念撮影！

　問合せ　政策推進課☎（72）1187

真田 啓助さん
さなだ けいすけ

真田 啓助さん
さなだ けいすけ

　伊豆総合高校2年生の『ライフスポーツ』の授業
が『伊豆ベロドローム』で行われました。生徒たちは
ベロドロームで授業を受けるのは初めてで、さらに
今回はサイクルスポーツセンターに自転車競技の
キャンプに来ていたシンガポールの選手と香港の選
手が高校生の授業に参加してくれました。
　生徒たちは緊張の中、慣れない競技用自転車に戸
惑っていましたが、授業の終盤にはとても早いス
ピードで走行できるようになりました。
　高校生は、プロを目指している外国人選手と一緒
に走行して刺激を受け、とても貴重な体験になった
様子でした。

生徒を代表して真田啓助さんの感想
　ブレーキのない競技用自転車は止
まることが難しくて最初は怖かった。実
際にコースを走ってみると、とても気
持ちよかった。もっとベロドロームの存
在を知ってほしい。

シンガポールの選手にも話を聞きました！
　シンガポールにはベロドロームのような屋内自転
車競技場がなく、今回日本で普段とは違うコースで
ハードトレーニングができてうれしい。

FM IS

◎今月の表紙
満開の『土肥桜』

　今月の表紙は、土肥の萬福寺
に咲く満開の『土肥桜』です。
　2月9日（土）に撮影しました
が、満開に咲く『土肥桜』に多くの
『メジロ』が甘いみつを吸いに来
ていました。
　『土肥桜』と『メジロ』が知らせ
る春。心がホッとする景色でした。

（2月上旬、修善寺にて撮影）

　こちらの鳥は『コゲラ』と
いって泣き声にとても特徴があ
ります。「ギィーギィー」という
泣き声をたよりに山道を歩き
回り、苦労して撮った一枚です。
杉山 喜代子さん（50代・女性）

まちかど

歌声から感じる、春。歌声から感じる、春。

伊豆市民の皆さん

2013 . 3 20



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2013／H25
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

  1 2 3 4 5 6 

　7　 8 9 10 11 12 13 

   14　　     15 16 　　　17  　　  18          19           20

  21           22          23           24          25           26          27             

  28           29          30　　               

●天城小学校開校式
（天城小学校）
●市民課窓口延長（本庁）

●保育園進級・入園式
（市内保育園）

●市内小中学校入学式
（各小中学校）

●市民課窓口延長（本庁）
●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●幼稚園・こども園
　進級・入園式
（市内幼稚園・こども園）●消防団入退団式（松原公園）

●伊豆市文化協会理事会総会 
（生きいきプラザ）

●健康相談
（土肥保健センター)

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）●市民課窓口延長（本庁）

●市民課窓口延長（本庁）
●健康相談
（生きいきプラザ）

月4

●後期保険料第8期納期限…………………………………    1日
●修善寺地区上下水道料金、土肥地区温泉料金………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 9・16・23日（火）

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／10日（水）8時30分～10時10分・
18日（木）9時40分～11時40分　本庁
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／9日（火）9時～12時　
ところ／中伊豆支所、土肥支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談 職業相談（予約不要）

ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／9日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／22日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）、各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※相談者のご希望に応じ、相談日および
　各支所に出向くことも考えていますの
　で、ご相談ください。

※緊急の場合は１１９

4月
休日当番医

 7日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
 14日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333 
 21日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎（77）1511 
 28日 小山田医院（修善寺）☎（72）3125 
 29日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週月・火曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　14日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  12日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　13日・27日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　11日・25日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　20日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 11日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　13日・27日(土)10時30分～11時

4

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

3月24日・31日、4月7日・14日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～上旬　六仙の里桜まつり／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
上旬　桜まつり／丸山スポーツ公園　
１３・１４日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　六仙の里巣箱かけ／六仙の里
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
4月～5月ごろ　春の修禅寺御膳／修禅寺
【花の見ごろ】
中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　クマザサの新緑・あせび
　　　　　　　　　　　　／西伊豆スカイライン沿線
下旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

3月24日・31日、4月7日・14日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～上旬　六仙の里桜まつり／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
上旬　桜まつり／丸山スポーツ公園　
１３・１４日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　六仙の里巣箱かけ／六仙の里
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
4月～5月ごろ　春の修禅寺御膳／修禅寺
【花の見ごろ】
中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　クマザサの新緑・あせび
　　　　　　　　　　　　／西伊豆スカイライン沿線
下旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

3月24日・31日、4月7日・14日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～上旬　六仙の里桜まつり／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
上旬　桜まつり／丸山スポーツ公園　
１３・１４日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　六仙の里巣箱かけ／六仙の里
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
4月～5月ごろ　春の修禅寺御膳／修禅寺
【花の見ごろ】
中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　クマザサの新緑・あせび
　　　　　　　　　　　　／西伊豆スカイライン沿線
下旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883



みんなの掲示板みんなの掲示板

　ＪＳＡとは、ボールを使った運動ボールで、押
圧で関節に負担をかけ、関節を緩め、動きを滑
らかにします。簡単な動きなので、どなたでも簡
単にできます。
〇昼の部
　とき／14時30分～16時
　ところ／修善寺農村環境改善センター
　開催日／4月5日～（毎週金曜日）祝日は除く
○夜の部
　とき／19時～20時30分
　ところ／生きいきプラザ
　開催日／4月3日～（毎週水曜日）祝日は除く
講師／梅原 淳子インストラクター
参加料／昼・夜の部ともに10回3,000円、1回
500円
持ち物／厚めの敷物（ヨガマット）
ボール代／1球1,000円
※ＪＳＡでは専用のボールを2球使用します。
※スロートレーニングで使用する簡易的なボー
　ルではできません。
その他／体験、見学もできます。
※体験には、参加費500円とボール2個のリース
　代が100円掛ります。
受付開始／3月21日（木）9時～
申込み・問合せ／ＮＰＯ法人伊豆市体育協会
☎（72）5935

❖平成25年度
ＪＳＡエクササイズ教室1期開催

　スロートレーニングとは、ヨガやストレッチな
どをゆっくりと行う運動で体幹部を鍛えます。ゆ
がみを直して健康な骨盤を！目指せ背骨美人！
とき／4月8日・15日・22日、5月13日・20日・27日、
6月3日・10日・17日・24日の毎週月曜日（祝日を
除く）19時～21時
ところ／生きいきプラザ
持ち物／タオル、飲み物、ヨガマット、ボール（お
持ちの人）
※貸出用のマット、ボールを用意しています。
料金／○受講料：10回3,000円
※お休みした場合でも返金しません。
○運営費：1年間1,000円（保険料含む）
予約／新規者：3月18日（月）9時～受付開始
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブ
アルテ伊豆（修善寺体育館内）☎（72）5935

❖平成25年度
第1期スロートレーニング教室 受講者募集

❖第3回 順天堂大学 
保健看護学部 公開講座のお知らせ
とき／3月17日（日）10時～12時15分
9時30分開場
ところ／順天堂大学 保健看護学部11番教室
内容／3月1日～8日は『女性の健康週間』です。
性差を考慮した健康づくりの大切さを考えてみ
ませんか。男性の皆さんも身近な女性の健康に
ついて考えてみましょう。
○第1部：「高めよう！女性の健康力、目指そう！健   
　康的な自分づくり」
　母性看護学　豊田 淑恵 教授
○第2部：聞いて得する健康管理ミニ講座
　公開講座企画委員
その他／○参加費無料※事前申し込み不要
○来学時は、三島駅南口より徒歩10分以内です
　ので公共交通機関をご利用のほど、ご協力お
　願いします。
問合せ／順天堂大学保健看護学部三島キャン
パス事務室☎055（991）3111

❖浄化槽法定検査体制強化
のお知らせ
 浄化槽は、年１回の法定検査が義務付けられて
います。県指定検査機関の（一財）静岡県生活
科学検査センターでは、検査を受けやすくする
ため、次のように検査体制を強化しています。
○東部検査所（三島市）を新規開設し、より迅速
　な検査が可能になりました。
○『法定検査料の口座引き落とし』を導入し、支
　払い方法が便利になりました。
○検査員は『県章』入り腕章や身分証を着用し、
　身分確認が分かりやすくなりました。
法定検査申し込みは、下記ホームページからも
行うことができます。
ＵＲＬ/http://www.shizuokaseikaken.or.jp/
申込み・問合せ／☎（一財）静岡県生活科学検
査センター054(621)5030

　市民以外の参加も大歓迎です。
日程／各コース全10回※雨天の場合は順延
○前期：一般（4月1日～5月27日の毎月曜日）
　小学生（4月4日～5月30日の毎木曜日）
○後期：一般（8月19日～10月21日の毎月曜日）
　小学生（8月22日～10月24日の毎木曜日）
時間／一般：19時30分～21時
小学生：19時15分～20時45分
ところ／狩野川記念公園テニスコート
講師／日本体育協会公認テニス指導員、伊豆市
テニス協会指導員
募集人員／一般：先着32人　小学生：先着10人
受講費／一般：6,000円　小学生5,000円
※保険代は含みません。教室初日に集金します。
持ち物／硬式ラケット、テニスシューズまたは底
の平たい靴
申込み・問合せ／伊豆市テニス協会　担当：大川
☎090（4265）7014

❖テニスを生涯スポーツに！
伊豆市テニス教室参加者募集

　昨年からスタートした事業の講習会です。皆
さんの協力のもと、在宅の人に対しての身近な
助け合い活動に参加してみませんか？
とき／３月１８日（月）９時３０分～１５時
ところ／城山活動支援センター（本立野５３１－１）
持ち物／筆記用具、お弁当
内容／身近なボランティア活動に必要な講義な
ど（傾聴、接遇、市内福祉情報など）
その他／○参加希望または関心のある人は、事
　前に申し込みをお願いします。
○午前・午後のみの受講でも構いません。
締め切り／３月１１日（月）まで
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会　
☎（８３）３０１３

❖ボランティア講習会開催！！
おたがいさまサービス

JSAエクササイズの様子

　『子ども体育教室』は、子どもたちが多くの仲間
と一緒に楽しく遊ぶ機会を設け、基本的な運動を
通じて心身の健全な発達をお手伝いします。
とき・ところ／4月13日・20日、5月11日・25日、
6月8日・22日、7月6日・20日（土曜日）
内容／マット運動、鉄棒、跳び箱、なわ跳びなど
講師／野木 篤さん　ほか
対象者・定員／幼児（年少以上）、小学生
各100人程度
参加料／1回300円
※会員は年間運営費（保険料含む）として
　1,000円、会員以外は1回500円が必要です。
持ち物／体育館シューズ、タオル、飲み物、体育
着（名札付き）
受付開始／3月12日（火）9時～
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブア
ルテ伊豆（修善寺体育館内）☎（72）5935

❖総合型地域スポーツクラブ アルテ伊豆
『子ども体育教室』　1期会員募集



　いまだ約2.200万件の持ち主が確認できてい
ない記録が残っています。「自分の年金記録に
『漏れ』や『誤り』があるのでは」と心配な人は、近
くの年金事務所などにご相談ください。詳細は日
本年金機構ホームページでご覧になれます。
受付／月～金曜日（9時～20時）第2土曜日（9
時～17時）
問合せ／ねんきん定期便・ねんきんネット専用
☎0570（058）555
ホームページ／http://www.nenkin.go.jp

とき／3月5日（火）14時30分～16時
ところ／韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772）
定員／500人
演題／『日本の出番、祖国は甦る』
（株）独立総合研究所代表者　青山 繁晴 氏
申込み／3月4日（月）までにホームページ、ＦＡＸま
たはメールで申し込みください。
問合せ／（社）三島田方法人会☎055（975）4845
ＦＡＸ055（976）0024、
メール join@mishimatagata-houjinkai.or.jp
ホームページ…（社）三島田方法人会　　検索

❖あなたの気になる年金記録
もう一度、ご確認を

❖すみれ相談のご案内
（相談無料・要予約）

❖平成25年新春特別講演会
（聴講無料）

　不登校児童生徒や高校、大学中退、ひきこも
りなどのほか、発達の障害をもった若者の相談、
就学・就労を継続的に支援しています。
支援内容／○個別相談・家族相談
○就学・就労のための支援活動
○ジョブトレーニング
問合せ／NPO法人リベラヒューマンサポート
（三島市本町12-4 小林ビル３階）
☎055（943）6641
メール support@libera.or.jp

　一人で悩まないで話してみませんか。
とき／3月13日（水）13時～16時
ところ／東部健康福祉センター
（沼津市高島本町1-3）
対象／大切な人（家族や友人など）を自死で亡
くされた人
相談担当／静岡県精神保健福祉協会スタッフ
申込み・問合せ／東部健康福祉センタ－精神保
健福祉担当課☎055（920）2087

　寄付金は、県全域において県が行う防潮堤な
どの建設に活用します。皆さんからの寄附をぜ
ひお願いします。寄附申請書は、各県総合庁舎
において配布、または県ホームページから印刷
できます。
申込み・問合せ／県交通基盤部管理局経理監
☎054（221）2222 ＦＡＸ054（221）2945
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/k
e-020/tsunami-kifu01.html

　旅館の女将さんや伝統を守る芸妓さんたち
の着物を使い、まちの女性たちが一つ一つ心
を込めて作り上げた艶やかなまゆ玉飾りを展
示し、お客様をお迎えします。
とき／3月10日（日）まで１０時～１６時
ところ／ホテルサンバレー伊豆長岡 特設会場
内容／○まゆ玉飾りの展示・販売
○まゆ玉作り体験コーナー（材料費600円）
問合せ／伊豆の国市観光協会
☎０５５（９４８）０３０４

【伊豆の国市】
❖まゆ玉の里（入場無料）

【函南町】
❖酪農王国オラッチェ
めいっぱい牧場！！春休みイベント

とき／３月１７日（日）14時～16時
ところ／三嶋暦師の館（大宮町）※駐車場なし
内容／切り絵の実演、落語
定員／先着１００人※申込不要
講師／○水口 千令さん（切り絵）
○春風亭 傳枝さん（落語）
入館料／１００円※小学生以下無料
申込み／三嶋暦師の館
☎・FAX055（９７６）３０8８　月曜休館
問合せ／三島市商工観光課☎055（９８３）２６５６

【三島市】
❖初午寄席

❖津波対策の推進を目的に
寄附募集を始めています

❖静岡東部若者サポート
ステーションをご存知ですか?

❖第6回『’96三南会』
文化展の開催について（入場無料）

❖平成25年度
ハイキングセミナー受講者募集

❖’13登山・ハイキング講座
受講生募集（受講料無料）

とき／3月30日（土）14時～16時
ところ／さんさんホール ２階
（沼津市大手町３－５－２１）
講師／兼子 智先生（東京歯科大学 市川総合病
院 産婦人科）
演題／『新しい体外受精の方法』－ポストICSI－
その他／詳細はホームページをご覧ください。
  大手町岩端医院　    検索　　　     かぬき岩端医院　  検索
申込み／ＦＡＸ055（962）1378
メール fertility@iwahata.jp
問合せ／大手町岩端医院☎055（962）1368

❖より安全な不妊治療を求めて
無料公開講座（定員50人 要予約）

　会員が山に登ったときの風景や高山植物の写
真、登山以外の趣味の絵画、絵手紙、書道、手工
芸品などの作品を集めた文化展を開催します。
とき／3月8日（金）11時～17時、3月9日（土）9
時～17時、3月10日（日）9時～15時
ところ／三島市立中郷文化プラザ 1階展示コー
ナー（三島市梅名353－1）
駐車場／収容台数80台の駐車場があります。
問合せ／’96三南会事務局 根上
☎055（971）9660

　近年の登山ブームとともに悲惨な遭難事故が
多発しています。この講座では、『安全で楽しい山
歩き・山での楽しみ方』を1年掛けて講義します。
開講日／3月27日（水）19時～21時
ところ／三島市錦田公民館 1階日本間
（三島市谷田973－1）
年間講座内容／机上講座13回、実技12回
※講座内容など詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／登山・ハイキング講座実行委員
会 代表　根上☎・ＦＡＸ055（971）9660

　地図を読んで安全登山を、花を見ながら楽し
いハイキングをしてもませんか。
活動内容／○月1回の夜間講座（登山の基礎知
　識の学習など）※第1回目：4月5日（金）19時
　から生きいきプラザで実施
○ハイキングや登山活動（月に1回程度）
対象者／県東部在住でこれからハイキングや登
山を志す人（通信会員制あり、定員30人程度）
申込み・問合せ／ＳＡＮ登山教室 竹端
☎・ＦＡＸ（83）4512

　楽しいイベントが盛りだくさん。皆さんのご
来場をお待ちしています。
とき／３月23日（土）、24日（日）9時～15時
ところ／酪農王国オラッチェ（函南町丹那349-1）
内容／おなじみの牛の乳搾り、バター＆アイス
作り、動物パン作り、SL無料乗車、ジャムいちご
の量り売り、うまいもの屋台、小戸橋製菓のどら
焼き体験（24日（日）のみ）
問合せ／酪農王国オラッチェ
☎055（974）4192
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